
介紹

る
。
訳
註
と
し
て
、
秦
謡
講
読
会
「
『
湖
北
（
雲
夢
）

賦
課
地
秦
墓
竹
簡
』
訳
註
初
廻
し
（
『
中
央
大
学
卒

学
院
論
究
』
一
〇
－
一
～
）
や
太
田
幸
男
「
湖
北

睡
虎
地
出
土
秦
律
の
倉
律
を
め
ぐ
っ
て
」
そ
の

一
・
二
（
『
東
京
学
芸
大
学
紀
要
』
第
三
部
門
・
三

一
、
三
二
）
が
あ
り
、
大
庭
備
「
睡
夢
出
土
竹
書

秦
律
の
研
究
」
（
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
二
七
－

一）

竡
ﾐ
殿
「
雲
夢
出
土
秦
簡
の
墓
礎
的
研
究
」

（『

j
観
』
九
七
）
を
併
読
さ
れ
る
の
が
よ
い
と
思

二
つ
。

　
⑥
は
、
本
誌
創
刊
号
「
一
九
七
七
年
以
前
出
土

の
木
簡
（
一
）
」
三
重
・
柚
井
遺
跡
（
栄
原
）
の
詳
細

な
続
報
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
に
発
見
さ
れ
た
柚

井
遺
跡
と
、
そ
こ
か
ら
日
本
で
最
初
に
出
土
し
た

木
簡
に
つ
い
て
、
①
調
査
に
関
す
る
薪
資
料
と
、

あ
ら
た
に
確
認
さ
れ
た
二
点
の
木
簡
を
紹
介
し
、

②
柚
井
遣
跡
は
多
度
山
の
宗
教
行
事
と
関
連
を
も

つ
遺
跡
で
、
木
簡
も
そ
の
宗
教
行
事
と
関
係
を
も

つ
、
と
す
る
。
属
本
で
最
初
の
木
簡
が
あ
ら
た
め

て
二
点
も
確
認
さ
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
慶
賀
す

べ
き
衝
撃
で
あ
る
。
栄
原
氏
の
御
努
力
に
敬
意
を

表
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
　
『
木
簡
研
究
』
第
二
号
は
学
会

の
目
的
至
・
1
を
十
二
分
に
実
現
し
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
広
範
な
読
者
を
獲
得
し
、

学
会
の
呂
的
n
も
達
成
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
最
後
に
二
・
三
の
櫓
摘
を
し
て
お
き

た
い
。
ま
ず
、
コ
ロ
タ
イ
プ
図
版
に
添
付
さ
れ
た

釈
文
と
㈲
収
録
釈
文
を
対
比
す
る
と
、
鴨
遺
跡
出

土
「
菰
員
」
木
簡
は
㈲
釈
文
に
「
分
」
字
が
一
ケ
所

で
脱
落
し
て
い
る
。
ま
た
、
城
山
形
跡
出
土
具
層

累
木
簡
は
図
版
釈
文
校
訂
注
〔
徒
ヵ
〕
は
〔
徒
ヵ
〕

の
誤
植
で
あ
る
。
　
つ
ぎ
に
、
O
竃
型
式
（
用
途
の

明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
）
に
つ
い
て

木
製
贔
の
種
類
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
、

8
ド
・
O
ω
ω
・
O
。
。
り
型
式
（
左
右
に
切
り
込
み
あ
り
）

で
「
＜
」
が
脱
落
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

一
部
に
凡
例
に
な
い
「
V
」
　
（
一
端
を
尖
ら
せ
た

も
の
）
や
「
○
」
　
（
一
端
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
）

も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
　
「
V
」
や
「
○
」
は
わ
か

り
や
す
く
便
利
な
符
号
だ
と
思
う
。
第
三
に
、
本

文
に
掲
載
さ
れ
た
図
や
地
図
は
で
き
る
か
ぎ
り
鮮

明
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
六
頁
と
七
二
頁
は

活
版
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
す
べ
て
統
一
し

た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
、

七
頁
上
段
五
行
「
左
京
二
条
一
粟
」
は
「
左
京

三
条
一
坊
」
の
誤
糖
で
あ
ろ
う
。

　
『
木
簡
研
究
』
に
は
訊
露
な
速
報
性
と
厳
密
な

史
料
性
が
要
求
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
高
度
な
研

究
内
容
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
そ

な
え
た
『
木
簡
研
究
』
が
、
委
員
・
幹
事
お
よ
び

発
掘
調
査
組
織
の
御
努
力
に
よ
っ
て
、
定
期
的
に

継
続
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
『
木
簡
研
究
』
第
二
号

　
　
　
定
価
三
、
五
〇
〇
円
　
送
料
四
〇
〇
円

　
　
申
込
先

　
　
〒
伽
　
奈
良
帯
二
条
町
二
丁
臼
九
番
一
号

　
　
　
　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
頭
清
明
気
付
　
木
簡
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
　
京
都
一
五
二
七

　
　
　
　
（
B
5
個
刊
　
　
一
五
六
百
ハ
　
図
版
七
丁
　
　
一
九

　
　
　
八
○
年
一
一
月
　
木
簡
学
会
　
三
五
〇
〇
門
）

　
　
　
　
　
（
西
山
良
平
　
京
都
大
学
文
学
部
助
手
）

山
本
四
郎
若

『
寺
内
正
毅
日
記

　
一
九
〇
〇
～
一
九
一
八
』

　
寺
内
正
毅
は
長
州
陸
軍
閥
の
巨
頭
で
あ
り
、
そ

の
内
閣
は
「
非
立
憲
」
で
悪
名
高
い
。

　
さ
て
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
国
立
国
会
図

書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
「
寺
内
正
毅
関
係
文

書
」
の
中
に
あ
る
胃
内
の
日
記
を
活
字
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
と
い
う
の
は
寺
内
が
参
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謀
本
部
次
長
（
1
1
参
謀
次
長
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
年

で
あ
り
、
一
九
一
八
年
は
米
騒
動
に
よ
り
首
相
を

辞
任
し
た
年
で
あ
る
。
こ
の
間
に
寺
内
は
陸
相
・

朝
鮮
総
督
・
首
相
と
し
て
政
治
の
申
枢
に
関
与
し

た
わ
け
で
あ
る
。

　
刊
本
の
習
頭
に
は
編
者
に
よ
る
解
題
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
編
者
の
も
っ
と
も
精
通
し
て
い
る
時

期
だ
け
に
解
題
の
内
容
は
詳
細
を
き
わ
め
、
各
年

ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
日
記
本
文
で
分
量

が
多
く
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
寺
内
の
陸
相
晴
代

脚
ち
日
露
戦
争
・
桂
園
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
以
降

に
な
る
と
欠
落
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

肝
心
の
酋
相
時
代
に
そ
れ
が
著
し
く
、
西
原
借

款
・
シ
ベ
リ
ア
出
兵
・
米
騒
動
と
い
っ
た
事
項
に

つ
い
て
の
記
事
は
な
き
に
等
し
い
。
こ
れ
は
晩
年

の
寺
内
が
健
康
を
害
し
た
た
め
に
、
記
録
す
る
だ

け
の
余
裕
を
失
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え

首
相
賭
代
の
日
記
は
政
治
資
料
と
し
て
は
余
り
多

く
を
期
待
で
き
な
い
。
　
『
原
敬
鷺
記
』
等
と
併
読

さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
あ
と
が
き
」
で
は
、
東
京
に
存
在
す
る
多
く

の
根
本
史
料
の
早
急
な
公
刊
を
訴
え
て
い
る
。
実

際
、
こ
の
日
記
の
公
刊
は
、
　
『
第
二
次
大
隈
内
閣

関
係
史
料
』
　
（
こ
れ
は
憲
政
資
料
室
の
望
月
小
太

郎
に
か
か
わ
る
文
書
群
を
活
字
化
し
た
も
の
、
一

九
七
九
年
）
に
ひ
き
つ
づ
き
「
京
都
女
子
大
学
研

究
叢
刊
」
の
一
冊
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

つ
ま
り
は
一
私
大
の
財
政
に
負
っ
た
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

　
な
お
使
い
や
す
さ
か
ら
す
れ
ば
、
も
う
少
し
コ

ン
パ
ク
ト
な
製
本
の
や
り
方
が
で
き
な
か
っ
た
も

の
か
と
の
思
い
は
残
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
日
記
の
公
刊
は
こ
の

時
期
の
政
治
史
研
究
を
大
き
く
進
め
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
A
5
判
　
七
五
八
頁
　
一
九
八
○
年
十
二
月

　
　
発
行
所
雌
京
都
女
子
大
学
　
印
刷
所
髄
同
朋
舎
）

　
　
　
　
　
　
（
松
延
秀
一
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

「
幸
徳
秋
水
の
手
紙
と

　
ノ
ー
ト
」
に
つ
い
て
訂
正

　
本
誌
六
三
巻
四
号
（
一
九
八
○
年
七
月
発
行
）
に

発
表
し
た
「
幸
徳
秋
水
の
手
紙
と
ノ
ー
ト
」
に
つ
い

て
、
数
人
の
方
々
か
ら
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
専

門
外
の
領
域
で
不
備
な
点
が
多
く
申
し
わ
け
な
い

次
第
だ
が
、
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
、

左
の
三
か
所
を
訂
正
し
た
い
。
　
（
石
田
善
人
）

③
　
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
下
段
八
行
目

　
　
　
さ
い
け
ん
　
　
し
ょ
　
　
し
ん
て
い
　
　
こ
と
　
　
こ
う
か
あ
き

　
「
廿
載
剣
と
書
と
真
底
の
事
、
浩
歌
旦
ら
か
に

　
わ
　
　
　
や
と
う
　
　
こ
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い

　
和
す
夜
勢
の
声
」
と
読
下
し
た
の
を
、
　
「
廿
載

　
　
け
ん
し
ょ
し
ん
　
　
な
に
ご
と
　
　
　

こ
う
か
　
か
　
　
　
わ
　
　
　
や
と
う

　
の
剣
音
響
に
見
事
ぞ
、
奉
書
旦
っ
和
す
夜
濤
の

　
こ
え
　
声
」
に
訂
正
、
剣
書
は
ふ
つ
う
は
雷
剣
と
書
き
、

　
書
生
の
こ
と
、
し
た
が
っ
て
こ
の
句
は
二
〇
年

　
間
の
書
生
生
活
の
慨
歎
を
示
し
、
　
一
〇
二
ペ
ー

　
ジ
上
段
一
行
目
の
「
激
越
な
文
言
」
と
い
う
評

　
言
も
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

②
　
　
一
〇
七
ぺ
！
ジ
下
段
一
八
行
目

　
「
俄
国
は
我
国
で
清
国
を
さ
す
」
は
「
俄
国
は

　
俄
羅
斯
国
で
露
西
亜
（
質
シ
ア
）
を
さ
す
」
の

　
誤
ま
り
。

　
　
な
お
、
こ
の
演
説
稿
に
つ
い
て
は
『
鷹
陵
史

　
学
』
第
一
号
（
一
九
七
五
年
三
月
）
に
、
狭
聞

　
直
樹
茂
が
「
幸
徳
秋
水
の
第
一
回
社
会
主
義
講

　
習
会
に
お
け
る
演
説
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
紹

　
介
文
で
、
邦
語
訳
に
詳
細
な
注
釈
を
つ
け
て
お

　
ら
れ
る
こ
と
を
激
え
ら
れ
た
。

③
＝
一
八
ペ
ー
ジ
下
段
九
行
目

　
　
　
　
　
　
　
（
劉
）

　
「
対
君
」
は
「
刻
君
」
の
誤
ま
り
。

「
寺
内
肉
閣
時
代
の
日
申
関
係
の

　
　
一
面
」
に
つ
い
て
訂
正

　
本
誌
第
六
四
巻
第
一
号
（
一
九
八
一
年
一
月
発

行
）
駈
載
の
山
本
四
郎
氏
の
論
文
（
「
春
内
内
閣
蒋

代
の
日
中
関
係
の
一
面
」
）
の
英
文
レ
ジ
ュ
メ
中

に
誤
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
の
よ
う
に
訂
正
さ
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